
TRIZユーザーグループミーティング

TRIZ TRIZ 技術開発事例技術開発事例 AA

-稀ガス蛍光ランプの黒化対策に
TRIZ手法を応用した事例-

富士ゼロックス株式会社
DPC 研究開発センター

伊本 善弥
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1. 1. 背景背景

原稿読取スキャナの光源として、

キセノン等の稀ガスを封入したランプを使
用している。

このタイプのランプとして、放電発光用の
電極を、ランプ内部に設けたタイプと、ラン
プ外部に設けたものがあり、ランプ特性とし
て各々が別のメリットを持っている。

→ スキャナランプとして、２種のランプの
特性を生かすため、２つの電極をもつラン
プを使って、特性を切り換えて使用したい。

外部電極タイプ

内部電極タイプ
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内部電極
b

内部電極

外部電極
A

蛍光体
封入ガス(希ガス）

外部電極
B

内部電極
a

ガラス管

外部電極

外部電極

蛍光ランプ断面図

2. 2. 課題となるランプの構造課題となるランプの構造

外部電極用
交流電源

内部電極用
交流電源

TRIZユーザーグループミーティング 4

内部電極モードでの点灯

外部電極モードでの点灯

放電

放電 放電放電

内部電極・外部電極間の放電による損傷（黒化）が発生。

放電によりイオン化されたガス分子が、電極間の電場で電極に叩きつけら
れ（スパッタリング）、電極表面が損傷し、電極表面から叩き出された物質が
周囲に付着（黒化）する。

3. 3. 課題となる現象課題となる現象
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電場とイオンの両者が存在する場合に悪影響を及ぼす。しかし、両者は、
プロダクト生成に必要なため、トリミングできない。

4.4. プロダクト分析プロダクト分析
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陰極スパッタリング

解説
電極間の気体放電で生成されるプラズマがある。プラズマは、特に、陽イオンを
含む。イオンは、陰極の電界で加速され、陰極に衝撃を与える。イオンは、運動
エネルギーの一部を陰極原子に伝達する。衝突で伝達されたエネルギーが原
子の蒸発熱を超え、パルスが真空に向けられると、原子は表面から離れる。

5.5. ＥｆｆｅｃｔＥｆｆｅｃｔ により、放電を理解→により、放電を理解→ データベース検索データベース検索
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現象は、陰極側（相対的に負電圧となる電極）に、陽イオンが
激突することで起こる。
→ 電場の方向が、「電極側が負」とならなければ、スパッタは
起こらない。

→ 外部電極に対し、内部電極側を常にプラスの電圧に維持
すれば、課題となる現象を回避できる。

外部電極Ａ外部電極Ｂ

内部電極

ｔ

Ｖ

6.6. 解決策解決策
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直流電
圧源

内部電極に切換可能な直流電源をつけることで、外
部電極点灯モードで内部電極の電位を常に外部電極
に対しプラス側に保つことができ、スパッタリングよる
電極劣化は発生しない

7.7. 解決策解決策
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TRIZ TRIZ 技術開発事例技術開発事例 BB
-光－電気変換用フレキシブル基板光－電気変換用フレキシブル基板

の実装トラブル解決事例の実装トラブル解決事例-

富士ゼロックス株式会社
ニュービジネスセンター

馬場 智夫背景

光シートバスを適用した試作装置において、光信号を電気信号に変換する
フレキシブル基板に ベアチップを実装する際、フレキシブル基板の軟化に

より、ワイヤボンディングができないトラブルが発生した。

1. 光シートバスの技術紹介（光シートバスとは？その原理は？応用例は？）
2. 試作トラブルの状況
3. 解決策の検討とその方法

事例報告内容

http://www.fujixerox.co.jp/nbc/esradd/osb/index.html
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入力光信号

出力光信号

多層導光路

平板導光路

光拡散フィルム光拡散フィルム

光シートバスの基本構成

基本構成は、平板導光路（シート状の伝送媒体）
と、拡散光学系（光拡散フィルム）からなる。
入力光信号は光拡散フィルムにより拡散されシー
ト内に導かれる。シートに入射された光は、シート
の上下面と両側面で反射し、出力端面に到達する。

11--1.  1.  光シートバスとは？光シートバスとは？
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ブロードキャスト伝送

入力信号 出力信号

出力信号

同方向多重伝送

出力信号２

出力信号１

入力信号

入力信号

双方向伝送

入力信号２入力信号１

出力信号２ 出力信号１

光シートバスの伝送モード

光シートバスでは、3種類の伝送
モードがある。これらの伝送モード
は一つのシートを使って同時に行
うことが可能である。同方向多重
伝送では、光の強度を変えて信号
を多重化する。

11--2.  2.  光シートバスの信号伝送モード光シートバスの信号伝送モード
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11--3.  3.  光シートバスの応用例光シートバスの応用例 ⅠⅠ

拡散反射板
4 3 2 ノード1

ミキシング領域

568 7

8つの入出力ノードを持つ光バックプレーンバスでの1チャンネル分の光学系

前頁とは異なる通信形態を採用した。図中右側の階段状に並んだ各ノードの端面に、
45°の反射面が形成されており、光はここから入出射される。各ノードから入射された
光は、図中左側に配置される反射拡散板により各ノードに均一に戻される。

光バックプレーンバスの実装イメージ図

上図のシートを6枚並べて、その上に入出力部を分けた4枚の電気光変換部を
搭載した回路基板を接続した実装例。各基板に搭載される受光部と発光部は、
それぞれ基板の表面と裏面に搭載されシートの入出部であるノードに接続される。
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11--4.  4.  光シートバスの応用例光シートバスの応用例 ⅡⅡ

POF Optical sheet bus

A star coupler using the optical sheet bus

プラスチック光ファイバと組み合わせた図

光シートバスとプラスチック光ファイバ（POF)を組み合わ
せて、多対多の光伝送も可能である。図中左から入力
された光信号は、光シートバス内部で拡散され、右側の
出力用POFから均等に出力される。従来、1対1の接続
が必要であった光ファイバの接続が、光シートバスによ
り少ないファイバ数で容易に実現できる。
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2.  2.  試作トラブル試作トラブル

光シートバスを使った、光信号伝送による装置を試作している。
この装置では、電気－光信号変換部、光－電気信号変換部に
フレキシブル基板を用いている。このうち、フォトダイオードを搭載した
光－電気変換用フレキシブル基板において、ICチップを
ワイヤボンディングする実装工程で、ワイヤボンディングができない
トラブルが発生した。

TRIZユーザーグループミーティング 15

22--1.  1.  光－電気変換、電気－光変換回路の実装図光－電気変換、電気－光変換回路の実装図

電気－光変換基板で
実装トラブルが発生

回路基板
（ガラエポ基板）

光－電気変換基板
（フレキシブル基板）

受光素子
（Photo Diode)

電気－光変換基板
（フレキシブル基板）

発光素子
（面発光レーザーアレイ)

基板接続用コネクタ
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22--2.  2.  光－電気変換用フレキシブル基板の概略構成光－電気変換用フレキシブル基板の概略構成

基板接続用端子部 ICチップ：
フォトダイオード出力
増幅用アンプ

フォトダイオード

約40mm

約
25

m
m
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富士ゼロックス

回路設計
基板設計

B社
（基板メーカー）

基板レイアウト設計
基板作製

A社
（実装メーカー）

ベアチップ実装
（ワイボン）

チップ部品実装

実装依頼
部品供給

実装後
部品納入

光－電気変換回路
フレキシブル基板

納入

基板試作依頼
回路データ

電気－光変換回路
フレキシブル基板納入

2-3.  フレキシブル基板の試作方法

図面と基板の層構成等、
三者確認 / 合意の後、
基板作製と実装に着手した。
しかし ．．．
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一回めのフレキシブル基板試作後

・電気－光変換回路基板（面発光レーザーアレイ）は、B社より無事納入された。問題なし。

・光－電気変換回路基板（PD)は、B社での基板試作を終え、A社での実装を開始した。

A社にて、実装（チップのワイヤボンディング）ができないトラブルが発生

22--4.  4.  一回めの試作一回めの試作 ～トラブル発生～～トラブル発生～

基板側：2ndボンディングは可能

チップ側：1stボンディングができない
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A社（実装メーカー）
・ワイボン時に100℃近く加熱すると、基板が軟化してチップへのワイボンができなくなる。
・原因は、フレキシブル基板の接着剤が加熱で軟化しているからと思われる。
・このフレキシブル基板では、ワイボンができない。作り直して欲しい。

B社（基板作製メーカー）
・これまでにワイボン実装でトラブルが発生したことはない。
・実装に問題があるのではないか？

対応策

B社（基板作製メーカー）
・加熱で軟化することは事実と認める。
・接着層のないフレキシブル基板で作り直す。

A社（実装メーカー）
・接着層のないフレキシブル基板でワイボンが可能か、予め実験で確認する。

Auメッキ
銅箔
接着剤

ベースフィルム
接着剤
銅箔
Auメッキ
接着剤
ベースフィルム

22--5.  5.  トラブルに対する両社の見解トラブルに対する両社の見解
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A社（実装メーカー）
・実験で、接着層のないフレキシブル基板へのワイボンが可能と確認した。
・しかし、接着層がある基板だと、実装の保証ができない。
・接着剤を、熱で軟化しないものに変えて欲しい。

B社（基板メーカー）
・ベースフィルム（最下面）を接着するのに接着層は必要。
・ベースフィルムがないと、下面の配線がむき出しとなり絶縁できない。
・ベースフィルムがないと、接続端子部の厚みが変わり、コネクタに接続できなくなる。
・実装後にベースフィルムを貼り付けるのは不可能。
・実装メーカーでなんとかして欲しい。

Auメッキ
銅箔

ベースフィルム
銅箔
Auメッキ
接着剤
ベースフィルム

ワイボン可能

Auメッキ
銅箔

ベースフィルム
銅箔
Auメッキ

接着層をなくしてベースフィルムを
貼り付ける方法を
見出さなくてはならない。

22--6.  6.  作り直し基板での問題点作り直し基板での問題点
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3.  3.  解決策の検討とその方法解決策の検討とその方法

A社、B社の言い分は理解できる。
しかし、言われるままにすれば試作は再度失敗するかもしれない。
両社での工程・材料を変更するには、時間がない。
工程をそのままに、試作を成功させる方法を考えなくてはならない。
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＜3. 局所的性質＞と＜10.アクションの先取り＞を組み合わせ、解決方法を見出した。

Auメッキ
銅箔

ベースフィルム
銅箔
Auメッキ
接着剤
ベースフィルム

Auメッキ
銅箔
ベースフィルム

銅箔
Auメッキ

＜3. 局所的性質＞
ワイボン実装部のみ接着剤とベースフィルムを
なくし、下面に電極がむき出しのままとした。

→部分的にベースフィルムのない部分を設けた

＜10. アクションの先取り＞
電極がむき出しとなったワイボン実装部の下面に
は、実装後FXにてカプトンテープを貼り付けて絶縁
することとした。

→基板作製から実装、システムへの組み込みまで
の全ての工程を見直して、基板メーカーでのベース
フィルム貼り付け工程を、FXの工程に変更した。

33--1.  1.  解決方法解決方法
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・冷静に判断できる状況であれば、ちょっと考えれば思い付く解決方法。
・しかし、1ヶ月以上トラブルが続き、納期が迫った状況では、頭が混乱してしまう。

・TRIZの考え方を適用することで、基板作製 → ワイボン実装 → システムへの組
み込みまでの全体の工程を見渡し、三社が実現可能な改善策を見出した。

・「さてTRIZで解決するぞ」と意気込んでPCに向かっていては、
この解決方法は見出せない。

40の発明原理で考えれば、この解決方法はパッとひらめく。
そのためには、日頃から「TRIZではどう考えるか？」を練習していないといけない。

トラブル対策を振り返って

33--2.  2.  まとめまとめ

TRIZユーザーグループミーティング

TRIZ TRIZ コストダウン事例コストダウン事例 CC

-原価低減メニューの抽出事例-

富士ゼロックス株式会社
DPC 原価管理部

江頭 吾郎
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1. 対象の紹介1. 1. 対象の紹介対象の紹介

BRUSHは、DRUM上のごみを一時的に回収して保持する
DRUMとAgainstに回転させる機能がある。
⇒ この機構の中から原価低減メニューを抽出したい。

DRUM

STUD

BRUSH CLN

With Against

With

Against

CHARGE

IDLE GEAR

GEAR CLN

FLANGE F

結論
STUDの機能をCHARGEへ転
用しSTUDを削除できた。

TechOptimizerの
プロダクト分析を使用し
トリミングを実施

FLANGE R

FLANGE F
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2. プロダクト分析（グラフィック）2. 2. プロダクト分析（グラフィック）プロダクト分析（グラフィック）

プロダクト分析のグラ
フィックを選択し、各
構成要素と機能の関
係を明確にした。
このとき全ての構成
要素を描こうとせず、
重要なものから描い
ていく。ある程度絞り
込むことで、以後の検
討を効率よく進めるこ
とが出来る。
いい結果が得られな
かった場合に追加し
て描いていくことで解
決に近づけると思わ
れる。
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3. 構成要素評価3. 3. 構成要素評価構成要素評価

各構成要素の機能ランク、
問題ランク（今回は割愛）、コ
ストを入力していくことにより、
自動でトリミングの優先順位
が出てくる。これにより検討
の対象が絞られる。
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4. 作用の移動4. 4. 作用の移動作用の移動

トリミングの対象構成要素を決
めったら、総当り的に検討すれば
自ずとアイデアが出てくる。
本当に採用できるアイデアが出
てくるかは、その人の持っている
能力にも依存するが、かなりのヒ
ントは得られる。
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5. トリミング結果5. 5. トリミング結果トリミング結果

今回は、コスト的に安い構
成要素をトリミングした為に
部品単品ではわずかだが、
量産部品のため効果金額と
しては1800万円となった。
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6. トリミング後6. 6. トリミング後トリミング後

トリミング後の構成
要素の関係は左の
ようになった。
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7, アイデア登録7, 7, アイデア登録アイデア登録

効果額効果額
△△18,000K18,000K円円

参考）参考）TOPETOPE購入購入
費用：費用：2,500K2,500K円円

TRIZユーザーグループミーティング

TRIZ TRIZ マネジメント事例マネジメント事例 DD

- プロフェショナルへのキャリアパス設計法 -

富士ゼロックス株式会社
DPC 研究開発センター

粕谷 茂
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1. 標準（従来）の問題解決のロードマップ1. 1. 標準（従来）の問題解決のロードマップ標準（従来）の問題解決のロードマップ

Feature TransferFeature Transfer

Internet
Assistant

Web利用特許分析

Internet
Assistant

Web利用特許分析

Effects
逆引き機能辞書

Effects
逆引き機能辞書

Principles
矛盾対比解決

Principles
矛盾対比解決

Prediction
技術進化トレンド

Prediction
技術進化トレンド

Path3Path2

Path1

TrimmingTrimming

対象物の情報を集める対象物の情報を集める

機能分析（プロダクト、プロセ
ス）

機能分析（プロダクト、プロセ
ス）

解決方針解決方針

簡単化

問題記述ツール

コンセプトの評価と選択コンセプトの評価と選択

問題の提起問題の提起

問題リストと問題定義問題リストと問題定義 方針変更？方針変更？

問題解決ツール

解決？解決？

Yes

NoNo

コンセプトの実施コンセプトの実施

Yes
コンセプトリストのまとめコンセプトリストのまとめ

Problem Solving Tools
（Classic TRIZ)

Problem Statement Tools
（Value Engineering)
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2. Ellen Domb チャートの活用2. Ellen 2. Ellen DombDomb チャートの活用チャートの活用

Effects
逆引き機能辞書

Effects
逆引き機能辞書

Principles
矛盾対比解決

Principles
矛盾対比解決

Prediction
技術進化トレンド

Prediction
技術進化トレンド

問題の分析
IFR（最終理想解）、機能＆プロ
セス分析、根本原因、etc

問題の分析
IFR（最終理想解）、機能＆プロ
セス分析、根本原因、etc

ツールの選択ツールの選択

コンセプト評価
IFR(最終理想)、

QFD、
FeatureTransfer

コンセプト評価
IFR(最終理想)、

QFD、
FeatureTransfer

実装
(Implement)
実装

(Implement)

どうやって対立

改良

何をやるか
分かっている時

思考のプロセス

① IFRから出発して3つの
ツールでまず発想

② 次にQFDで課題を整理
し直してプロダクト分析

③ 有害作用を明確化

④ 有害作用全ての除去の
ためPredictionを活用し
て解決策発想

⑤ 解決策を統合
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用語解説. コンピテンシーとは用語解説用語解説. . コンピテンシーとはコンピテンシーとは

仕事成果に直結する要素としての“発揮能力”のこ
とで「その分野に秀でた人とそうでない人の間にあ

る差を行動特性行動特性として可能な限り外に見える形の要

素で表現した尺度」である。つまり、スキルと知識と

人間性が行動と重複する領域のことである。

スキル知識

人間性

行動特性行動特性

潜在能力潜在能力

水に浮かぶ氷山モデル

先天的

後天的

一言で
言えば

人材の人材の
ベンチマーキングベンチマーキング

コンピテンシーコンピテンシー

TRIZユーザーグループミーティング 36

3. IFR（最終理想解）とQFD3. IFR3. IFR（最終理想解）と（最終理想解）とQFDQFD

◎：強い対応

○：対応あり

△：対応を予想

A

A

A

C

C

B

B

C

C

B

B

ニ
ー
ズ
の
重
要
度

○◎○◎◎◎○課題

AAAAAAAAZ社比較

AY社比較

AAAAAX社比較

自社

目
標
設
定

CABCACAAAABB品質特性（評価項目）重要度

◎AA○◎◎◎◎◎◎差別化能力の実践

◎AA△○△◎◎◎◎○○他領域への応用可能キャリアの研鑚高業績者市場

価値アセス

◎A○○○△◎◎◎◎◎◎高い専門性を獲得する施策経営品質アセス

A○△△◎△戦略立案・遂行

◎○○やりがいのもてる組織

○A○○○◎部下のキャリア形成支援MP多面評価の
課題

○AA○○○◎◎◎○変革マネジメント

AA○△△人材開発コンピテンシー
アセスの弱み

○◎△個人の専門性を開発する環境を整備

◎○○○◎△△△優秀だがマネジメント不向者への対応

○AAAA◎○△◎○△△△社員の専門職志向が高いモラールサーベ
イからのメッ
セージ

Ｚ
社
比
較

Ｙ
社
比
較

ＸX

社
比
較

自
社

組
織

運
営

人
事
制
度
運
営

上
司
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

職
場
の
働
き
が
い

仕
事
の
や
り
が
い

教
育
計
画

実
施
率

専
門
ス
キ
ル

レ
ベ
ル

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

レ
ベ
ル

利
益

貢
献

社
外
発
表
件
数

論
文

件
数

特
許

件
数

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
課
題

ベンチマーキングモラール項目スコア教育技術力品質特性

（評価項目）

要求品質

（ニーズ）

IFR (最終理想解)： 業界TOPレベルのコンピテンシー獲得を獲得する

解決課題
市場価値の高い成果をあ
げるキャリアを設計する

解決課題
市場価値の高い成果をあ
げるキャリアを設計する

専門役割
制度導入済

キャリア開発
面談導入済
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4. 現状のしくみと課題の位置づけ4. 4. 現状のしくみと課題の位置づけ現状のしくみと課題の位置づけ

専門役割

プロフェップロフェッ
ショナルショナル
専門役割専門役割

専門役割を考慮した新役割体系

G10

Ｇ 9

Ｇ 8

Ｇ 7

Ｇ 6

Ｇ 5

Ｇ 4

Ｇ 3

Ｇ 2

Ｇ 1

マネジメント役割

専門役割

統括部門長

部門長

課長/Ｇ長

係長/
リーダー

一般役割
（一般職）

グレード

役割 型 高度専門職役割役割 型 高度専門職

専門役割・任用制度

Ap5  I社のキャリアパス
と　IT資格
Ap 5 I社のキャリアパス
と　IT資格Ap 4 DPC技術者研修

MAP

Ap4 DPC技術者研修
MAP

Ap 3 教育コースAp3 教育コース

Ap2 FXの不文律Ap2 FXの不文律

Ap1 コンピテンシーとはAp1 コンピテンシーとは

キャリアパス事例キャリアパス事例

専門スキル＆コンピ
テンシーの評価尺度

専門スキル＆コンピ
テンシーの評価尺度

能力の市場価値MAP能力の市場価値MAP

教育体系表教育体系表

コンピテンシー・
マネジメントのフロー

コンピテンシー・
マネジメントのフロー

基本方針とキャリア
プランの進め方

（求められる人材像）

基本方針とキャリア
プランの進め方
（求められる人材像）

制定の狙い制定の狙い

DPC研究開発C
教育体系

DPC研究開発C

教育体系

教育体系（キャリア開発体系）

現役性維持施策

不足している施策不足している施策

社外研修  /  展示会 /  通信教育  /  ラーニングオンデマンド

国内 / 海外留学

社内留学

各種コンピテンシ強化プログラム   学習学習

基盤技術獲得ステップ基盤技術獲得ステップ 経験ステップ経験ステップ 実証ステップ実証ステップ

学会、団体での活動参加

社外講師社外講師

特許出願特許出願

1ランク上の仕事

(高い目標にチャレンジ）

ジョブローテーション

（他専門分野も経験
することにより

応用能力を磨く）

実践実践

業界トップの仕事

(高い目標にチャレンジ）

日本一/世界一の仕事

(高い目標にチャレンジ）

論文執筆論文執筆

特許出願

論文執筆

特許出願

論文執筆

キャリアパス・モデル

当年度
業績評価表
(S)

当年度コンピ
テンシーアセス
メント面談

当年度キャリア
開発シート面談

当年度
役割遂行
評価表（M )

当年度
センター方針
重点施策･目標

当年度各G
の重点施策･
目標

当年度キャリア
開発シート作成

個人作業

面談

各グループの
教育計画書作成

当年度コンピ
テンシーのセルフ
アセスメント実施

コンピテンシー開
発と関係付けた
評価表のプロセ
ス項目の見直し

強化したいコンピテ
ンシーの合意

強化したいコンピテ
ンシーの合意

強化したいコンピテ
ンシーの強化方法

合意

強化したいコンピテ
ンシーの強化方法

合意合意

個人作業

業務遂行業務遂行 Off-JT、OJT、自己啓発Off-JT、OJT、自己啓発

人材マップ人材マップ

50

100

150

200

250

コンピテンシー

ギャップ分析

コンピテンシー

ギャップ分析

コンピテンシー・マネジメント

キャリアパス
指針

キャリアパス
指針

キャリア開発
サマリー

キャリア開発
サマリー

展開の
しくみ
展開の
しくみ

処遇の
しくみ
処遇の
しくみ

目標設定と
達成度確認
目標設定と
達成度確認
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5. プロダクト分析5. 5. プロダクト分析プロダクト分析
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6. 発想例（リスク回避策）6. 6. 発想例（リスク回避策）発想例（リスク回避策）

「リスクを回避する」を除去するために、
進化トレンドから次の発想を得た。

① 成果項目として、いろいろな要素を組

み合わせていくつかは実現可能と思
わせる。

② それを数年間の平均値とすることで、

制御可能なしくみとしておく。

TRIZユーザーグループミーティング 40

7. 発想例（あきらめやすさの対応策Ⅰ）7. 7. 発想例（あきらめやすさの対応策発想例（あきらめやすさの対応策ⅠⅠ））

「すぐあきらめる」を除去するため Predictionから次のように発想した。
① 成果項目を多層構造にして、研究・開発・生産等どの仕事でも実現可能な成果

項目とする。
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8. 発想例（あきらめやすさの対応策Ⅱ）8. 8. 発想例（あきらめやすさの対応策発想例（あきらめやすさの対応策ⅡⅡ））

「すぐあきらめる」を除去するため Predictionから次のように発想した。
① 1方向から曲面に変えるから、社内の視点でなくグローバルスタンダードの基準
として目的意識を高める。
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9. 施策展開の一事例（成果項目を棚卸しチャレンジ目標を設定）9. 9. 施策展開の一事例（成果項目を棚卸しチャレンジ目標を設定）施策展開の一事例（成果項目を棚卸しチャレンジ目標を設定）

CPD（継続キャリアパス）の考え方CPD（継続キャリアパス）の考え方
[CPD：Continuing Professional Development]

＜目標値の設定＞

目標：平均 50ポイント/年 （3年間の移動平均）

CPD項目

講習会・研修等

内容概要

社外＆社内講習/研修( 6H以上/日を 1p、他 0.5P）

論文 社外発表（5p/ページ換算、査読付 )     [ max40p]
社外発表（3p/ページ、一般論文)         [ max20p]
社外口頭発表（10P/件） [ max20p]
社内優秀論文（10p/件)、他（5p/件)      [ max20p]

特許 優秀特許（10p /件)、その他特許（5p /件)

顕著な業績 社内外受賞レベル

技術指導 社外講師（3p/件）社内講師（2p/件）[各々max 20p]

団体活動 学会等公的機関での議長・委員長 [max40p/年]
学会等公的機関での委員 [max20p/年]

公的資格取得 博士/技術士/弁理士/ITコーディネータ/システム
監査/上級シスアド/それに準ずる資格 [max20p]

自己啓発等 1p/日を目安 図書執筆は（max20p/件）

基準の明確化基準の明確化

グローバルスタンダード


